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道
路
交
通
法
が

ま
た
変
わ
る
ら
し

い
。
新
し
い
法
律

で
は
自
転
車
も
左

側
通
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な

り
、
右
側
走
行
は

３
カ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
５
万

円
以
下
の
罰
金
で
、
ブ
レ
ー
キ
の
効

か
な
い
自
転
車
は
そ
の
場
で
応
急
措

置
で
整
備
を
行
う
。
整
備
が
で
き
な

い
場
合
は
そ
の
場
で
運
転
の
継
続
が

禁
止
に
な
る
。

　
一
部
の
無
謀
な
運
転
を
す
る
人
の

た
め
に
、
法
律
が
ど
ん
ど
ん
改
正
さ

れ
る
。
昔
か
ら
自
転
車
の
走
行
は

「
車
道
が
原
則
で
、歩
道
が
例
外
」
で

あ
っ
た
が
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
、
前

を
見
な
い
で
運
転
す
る
な
ど
が
問
題

に
な
り
、
こ
の
た
び
の
法
律
の
改
正

に
至
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
自
分
が
自
転
車
を
運
転
す
る
時
は

ほ
ぼ
左
側
を
走
っ
て
い
る
が
、
車
が

見
え
な
い
分
、
や
は
り
怖
い
。
少
し

で
も
車
に
触
れ
る
と
大
惨
事
に
な
る

だ
ろ
う
。

　
そ
れ
よ
り
一
番
自
分
に
関
係
す
る

の
が
、
飲
酒
に
よ
る
自
転
車
の
運
転

だ
。
違
反
を
２
回
以
上
繰
り
返
す
と

講
習
の
受
講
を
義
務
づ
け
、
未
受
講

者
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
。「
そ
ん
な

の
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
す
ま
な
く

な
る
。
お
酒
を
飲
む
機
会
が
あ
る
時

は
運
転
禁
止
。 （
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）
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今
回
は
議
事
が
多
く
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
し
た
が
、
集
中
し
た
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
な
部
会
と
し
て
、「
母
子

家
庭
等
自
立
促
進
部
会
」
と
「
社
会
的
養

護
体
制
整
備
計
画
策
定
部
会
」
の
二
つ
の

部
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
こ
ど
も
・
未

来
プ
ラ
ン
後
期
計
画
」
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
の
説
明
の
中
で
、「
府
民
意
識
に
関
す

る
指
標
の
推
移
（
各
年
度
末
時
点
）
に
お

大阪府子ども施策審議会
レポート

い
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま

で
右
肩
上
が
り
に
伸
び
て
い
た
府
民
の
意

識
が
、
平
成
24
年
度
に
は
す
べ
て
の
項
目

に
お
い
て
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
意

識
に
関
す
る
調
査
だ
け
に
、
個
別
の
原
因

の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
実
に
意
識

が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
問
題
意
識
を

持
ち
、
今
後
の
計
画
実
施
に
配
慮
し
な
が

ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、第
１
回
会
議
で
議
論
さ
れ
た「
大

阪
府
子
ど
も
総
合
計
画
（
仮
称
）
の
方
向

性
」
に
つ
い
て
、
内
容
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
生
ま
れ
る
前
か
ら
社
会
の
一
員
と

し
て
上
昇
し
て
い
く
、「
プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ

ラ
ル
」
に
な
る
よ
う
な
社
会
の
構
築
に
向

け
た
取
り
組
み
が
可
能
と
な
る
方
向
性
が

見
出
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
で
行
う
ニ
ー

ズ
調
査
の
一
つ
と
し
て
、
大
阪
府
独
自
で

行
う
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て
の
説
明
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、「
家
庭
の
養

育
力
・
教
育
力
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
」

と
「
大
阪
府
内
の
保
育
所
等
に
お
け
る
保

育
士
等
確
保
の
た
め
の
調
査
」
の
二
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
郵
送
、
市
町
村
へ
の
照
会
な
ど
の
方

法
を
も
っ
て
、
保
護
者
・
保
育
所
・
幼
稚

園
・
指
定
保
育
士
養
成
校
、
さ
ら
に
保
育

士
等
資
格
取
得
見
込
み
者
を
対
象
に
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
調
査
票
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
は
現
在

再
検
討
中
と
い
う
こ
と
で
、
参
考
資
料
と

し
て
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
年

内
に
も
発
送
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
皆
様

の
お
手
元
に
も
届
き
ま
す
の
で
、
民
間
保

育
園
に
お
か
れ
て
は
、
１
０
０
％
の
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
府
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
計
画
策
定
部

会
」
が
１
月
末
頃
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。次
回
は
、各
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
調
査
の

概
要
の
説
明
が
な
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
副
部
会
長 

森
田
信
司
）

瑞
宝
双
光
章

巡り合えた
全ての方々に感謝

取石南保育園 園長
嶋田 典之

秋の叙勲

　このたび、はからずも叙勲の栄に浴し身に余
る光栄と存じ心より感謝しております。
　暖かく雲一つないお天気に恵まれた中、荘厳
な皇居の豊明殿で天皇陛下に拝謁し、お言葉を
賜り、大きな感銘を受けました。また、靖国神
社と明治神宮へ参拝し、叙勲のお礼と天皇陛下
のご健康、並びに子どもたちの健やかな成長を
祈願させていただきました。
　大阪の福祉、特に「保育」を通じて巡り合えた
全ての方々と、心も体も健康に育ててくれた両
親、並びに、法人の創設当時より一体となって
私を支えてくれた素晴しい職員たちのお陰と、
重ねて深く感謝申し上げます。
　ありがとうございました。

生
ま
れ
る
前
か
ら
社
会
の

 

一
員
と
し
た
取
り
組
み

第
２
回
大
阪
府
子
ど
も
施
策
審
議
会
が
11
月
11
日
に
、
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
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「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援�

新
制
度
研
究
」グ
ル
ー
プ

　
新
制
度
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
、
新
制
度
へ

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
保
育
教
諭
〉

　
新
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
保
育
教
諭
が
配
置
職

員
と
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。
保

育
教
諭
は
「
幼
稚
園
免
許
」「
保

育
士
資
格
」
両
方
を
有
す
る
こ

と
が
原
則
で
、
乳
児
ク
ラ
ス
で

も
保
育
教
諭
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
施
行
5
年
間
は
経
過
措
置
で

片
方
の
資
格
の
み
で
も
保
育
教

諭
と
な
れ
る
予
定
で
す
。
両
資

格
併
有
を
促
進
す
る
た
め
、
実

務
経
験（
3
年
か
つ
４
，３
２
０

時
間
）
を
有
す
る
保
育
士
資
格

者
は
、
８
単
位
修
得
で
幼
稚
園

免
許
が
取
得
で
き
ま
す
。

〈
幼
稚
園
免
許
更
新
〉

　
現
在
、
両
資
格
を
持
っ
て
い

る
方
で
も
、
幼
稚
園
免
許
に
は

有
効
期
限
が
あ
り
、
定
め
ら
れ

た
期
日
内
に
免
許
更
新
講
習
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
期
限
超
過
の
場
合
で
も
、
経

過
措
置
５
年
の
間
は
保
育
教
諭

と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
経
過
措
置
期
間
が
終
了
す

る
ま
で
に
更
新
講
習
を
受
講

し
、
更
新
講
習
修
了
確
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
21
年
4
月
1
日
以
前
の

幼
稚
園
免
許
に
は
有
効
期
間
の

記
載
が
な
く
、
生
年
月
日
に

よ
っ
て
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

修
了
確
認
期
限
な
ど
詳
細
は
、

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
労
務
管
理
研
究
」�
�

グ
ル
ー
プ
　

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
に
対

応
し
て
、
多
様
化
す
る
職
員
の

雇
用
形
態
。
雇
用
の
留
意
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
し
、
法
令
遵
守
と

業
務
省
略
化
の
周
知
が
当
グ

ル
ー
プ
の
目
的
で
す
。
労
務
管

理
関
連
法
令
の
調
査
、
労
務
管

理
上
の
問
題
を
提
起
し
、
そ
の

共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
4
月
に
改
正
施
行
さ
れ

た
２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

に
関
す
る
法
律
〉

　
多
く
の
事
業
所
が
継
続
雇
用

制
度
（
一
旦
定
年
退
職
し
条
件

付
で
新
た
に
雇
用
契
約
を
結

ぶ
）
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
改
正
で
原
則
希
望
者
全

員
の
継
続
雇
用
へ
と
変
わ
り
ま

し
た
。

〈
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
〉

　
有
期
労
働
契
約
が
反
復
更
新

さ
れ
通
年
５
年
を
超
え
た
時

は
、
労
働
者
側
の
申
込
み
に
よ

り
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約

（
無
期
労
働
契
約
）に
転
換
で
き

る
ル
ー
ル
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
経
過
措
置
等
の

細
か
い
規
定
が
あ
り
、
詳
細
は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
園
で
の
労
務
管
理

作
業
の
効
率
化
の
た
め
に
、
入

退
職
者
の
管
理
と
必
要
書
類
作

成
の
ソ
フ
ト
「
入
退
職
管
理
シ

ス
テ
ム
」
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
、
近
々
皆
様
に
使
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
研
究
」

「
労
務
管
理
」�

両
グ
ル
ー
プ
が
中
間
報
告

教員免許（幼稚園教諭免許）更新の流れ

修了確認期限の確認（各自が文部科学省HPで
確認してください）

30時間以上の講習の課程を修了（課程の一部
の場合は履修）した場合は、各大学等から修
了認定（履修認定）され、修了証明書（履修
証明書）が発行されます。

各自が各大学等に受講申込み（受講申込書で
各保育園長等から保育園で働いていることを
証明してもらいます）

免許管理者が更新講習修了確認を行い、更新
講習修了確認証明書が発行されます。

各自が文部科学省や大学のHPを確認して、受
講したい免許状更新講習を選択

各自が修了証明書（30時間以上の履修証明書
のセット）を添付して、勤務する園がある各
都道府県教育委員会（免許管理者）に更新講
習修了確認の申請を行います。

各大学等で免許状更新講習を受講します。

次の修了確認期限（10年後）まで免許状が有
効です。

各種表彰受賞者（敬称略）

全国社会福祉協議会
会長表彰
（功労）

木下さひ子 つるのひまわり保育園

川畑　　眸 柱本保育園

市橋　智昭 一乗寺学園

端野　秀人 私部保育園

清水　勝子 千塚保育園

向井　秋久 げんき保育園

全国社会福祉協議会
会長表彰
（永年勤続）

北村千香子 あいの三島保育園

丹生　廣明 稲荷学園

秋山知賀子 稲荷学園

東城　民子 郡家保育園

波多野直子 玉櫛たちばな保育園

尾山千鶴子 玉櫛たちばな保育園

中澤　洋子 たんぽぽ中条保育園

坂本　玉器 津之江さくら保育園

成　　洋子 保育所北丘聖愛園

松方　タミ 水尾保育園

笹野　智子 南ヶ丘保育園

塚元　満枝 四條畷すみれ保育園

都間多香子 しらゆり保育園

赤木由美子 第３きんもくせい保育園

小島世津子 畷アサヒヶ丘保育園

富永ひふみ 玉串保育園

端山　和美 きらり保育園

佐々木原明美 アンビー

岡尾　泰子 光明保育園

大張　佳子 ひがし保育園

西田栄美子 双葉児童園

白井　潤子 成育保育園

堀　美千代 ひかり学園

松島千賀子 都島桜宮保育園

全国保育協議会
特別感謝

武内　慎吾 旭ヶ丘学園

全国保育協議会
会長表彰

安家比呂志 あけぼのぽんぽこ保育園

北村千香子 あいの三島保育園

東口　豊子 ふじが丘保育園

谷口　芳子 第二きんもくせい保育園

小山　育子 鷹塚山保育園

端山　和美 きらり保育園

牧　　有香 あおぞら保育園

小谷　　豊 泉北若竹保育園

谷口　誠乙 竹城台東保育園

松葉　健治 がんば白鷺保育園

秦　　信寛 ピアニィ道教寺
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社
会
福
祉
法
人
穂
積
福

祉
会
ほ
づ
み
保
育
園

は
、
周
囲
に
田
や
畑
が
残
る
茨

木
市
北
部
の
住
宅
地
に
あ
り
ま

す
。
近
年
は
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増

え
、
子
ど
も
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
る
地
域
で
す
。

　
木
の
風
合
い
が
あ
ふ
れ
る
園

舎
の
隣
に
は
、
広
い
農
園
が
あ

り
、
一
年
を
通
し
て
食
育
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
春
に
は

イ
チ
ゴ
、
夏
に
は
ス
イ
カ
、
冬

に
は
大
根
。
子
ど
も
た
ち
が
食

の
喜
び
と
自
然
へ
の
感
謝
を
感

じ
る
空
間
で
す
。

　
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、

リ
ズ
ム
運
動
（
以
下
、リ
ズ
ム
）

が
大
好
き
で
す
。
園
庭
で
朝
日

を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
遊
ん
だ
あ

門
真
保
育
園
は
、パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
本
社
工
場
に

近
く
、
京
阪
電
車
西
三
荘
駅
か

ら
徒
歩
数
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
昭
和
26
年
設
立
、
定
員

は
１
１
０
人
で
す
。
大
阪
府
内

で
も
珍
し
い
個
人
立
に
よ
る
経

営
で
し
た
が
、
３
年
前
に
社
会

福
祉
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　
園
を
語
る
に
は
、
ま
ず
、
今

回
ご
面
談
く
だ
さ
っ
た
、
画
家

と
し
て
も
有
名
な
津
嶋
三
郎
園

長
に
つ
い
て
語
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
公
務
員

と
し
て
海
上
調
査
船
で
勤
務
。

そ
の
後
、
29
歳
で
園
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
40
年
以

上
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
園
舎
内
の
あ
ら
ゆ
る
所
に
先

生
の
作
品
が
掲
げ
ら
れ
て
と
て

も
贅
沢
な
保
育
園
と
い
え
ま
す
。

　
園
庭
の
塀
に
は
園
児
た
ち
の

絵
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
が
自
由

に
描
い
た
も
の
で
す
。
思
い
思

い
に
描
い
た
絵
に
、
園
長
先
生

が
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
ア
ク
セ
ン

ト
を
チ
ョ
チ
ョ
ッ
と
入
れ
て
完

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
園
長
先
生
の
お
話
の
中
で

「
絵
は
想
像
力
を
刺
激
す
る
」と

い
う
の
が
と
て
も
印
象
に
残
る

言
葉
で
し
た
。
園
児
に
と
っ
て

は
、「
遊
び
は
想
像
力
を
刺
激
す

る
」
と
読
み
替
え
て
も
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
実
の
な
る
木
を
給
食
に
生
か

し
た
り
、
ウ
サ
ギ
や
ニ
ワ
ト
リ

と
、
ホ
ー
ル
で
は
リ
ズ
ム
を
楽

し
む
よ
う
す
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
４
、
５
歳
児
は
「
と
ん
ぼ
」

や
「
あ
ひ
る
」「
ス
キ
ッ
プ
」
な

ど
、
全
身
を
思
い
っ
き
り
使
っ

て
駆
け
、
夢
中
に
な
っ
て
力
強

く
ジ
ャ
ン
プ
し
ま
す
。
音
楽
を

感
じ
て
身
体
を
動
か
す
リ
ズ
ム

は
、
感
性
を
育
て
、
し
な
や
か

な
身
体
を
つ
く
る
優
れ
た
教
材

で
す
。
日
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
リ
ズ
ム
に
結
び
つ
い
て
お

り
、
園
内
で
は
乳
児
も
自
然
に

身
体
を
揺
ら
し
て
楽
し
む
よ
う

す
や
、
幼
児
と
乳
児
が
一
緒
に

か
か
わ
る
姿
な
ど
が
見
受
け
ら

れ
、
生
活
に
歌
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
リ
ズ
ム
は
園
児
だ
け
で
な

く
、
ひ
ま
わ
り
教
室
と
い
う
地

の
い
る
飼
育
小
屋
や
大
き
な
動

物
の
彫
像
な
ど
楽
し
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
特
に
興
味
深
か
っ

た
の
は
公
共
施
設
の
社
会
見
学

で
す
。
３
歳
児
は
京
阪
電
車
西

三
荘
駅
、
４
歳
児
は
モ
ノ
レ
ー

ル
門
真
市
駅
、
５
歳
児
は
消
防

署
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
ま
す
。

全
て
徒
歩
で
行
け
る
範
囲
に
あ

り
ま
す
。
券
売
機
の
裏
側
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
消
防
車
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
普
段

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
所
で

す
。
遠
足
と
は
違
っ
た
驚
き
で

し
ょ
う
。
同
時
に
、
地
域
交
流

の
観
点
か
ら
も
大
変
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｈ
・
Ｊ
）

子どもたちの想像力刺激する
絵画があふれる保育園

ひとがつどい
ひとが育つところ

楽しそうな実のなる木、小動物
興味深い地域の公共施設見学

リズム運動で感性豊かに
心も身体ものびのびと

保育園を
たずねて
483

門真市 門真保育園

茨木市 ほづみ保育園

域
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
や
交

流
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
ほ
づ
み
保
育
園
は
地
域
の

人
た
ち
の
協
力
に
よ
っ
て
昭
和

55
年
に
で
き
た
保
育
園
で
す
。

今
で
は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
併
設
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
開
園
当
初
か
ら
「
地
域
の

子
育
て
の
相
談
所
」
と
し
て
、

独
自
で
育
児
の
電
話
相
談
や
子

育
て
教
室
、
園
庭
開
放
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
に
愛
さ
れ
﹃
ひ
と
が
つ

ど
い
、ひ
と
が
育
つ
と
こ
ろ
﹄
と

し
て
、
今
も
そ
の
想
い
は
変
り

ま
せ
ん
。 （
編
集
委
員
Ｔ
・
Ｎ
）

しなやかな身体つくり 食の喜びと、自然への感謝

鬼太郎に出てくる
ねずみ男みたいでしょ！

飼育小屋の小動物に
見入る園児たち
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
弘
友
福
祉
会
が
平
成
25

年
４
月
に
開
園
し
た
「
あ
お
ぞ

ら
保
育
園
」
は
、
地
下
鉄
中
央

線
新
石
切
駅
か
ら
徒
歩
５
分
ほ

ど
、
園
前
は
バ
ス
通
り
で
、
保

護
者
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い

環
境
で
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階

建
て
の
園
舎
の
壁
の
大
き
な
虹

が
目
印
。
園
舎
の
中
は
木
材
が

ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
温
か
な

雰
囲
気
で
す
。
園
児
が
毎
日
使

う
机
と
椅
子
に
は
、
年
齢
に
合

わ
せ
園
児
が
刺
激
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
周
り
の
人
か
ら
大
切

Ｊ
Ｒ
阪
和
線
和
泉
府
中

駅
か
ら
１
キ
ロ
、桜
で

有
名
な
黒
鳥
山
公
園
の
ふ
も
と

に
あ
る
和
泉
ま
ゆ
み
保
育
園
は
、

昭
和
56
年
に
設
立
さ
れ
た
定
員

１
８
０
人
の
保
育
園
で
す
。

　
園
名
の
「
ま
ゆ
み
」
は
、弓
に

も
使
わ
れ
る
し
な
り
の
あ
る
硬

く
強
い
木
の
名
前
が
由
来
で
、

柔
軟
で
し
な
り
の
あ
る
心
と
身

体
を
も
っ
た
子
ど
も
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
つ
け
た

そ
う
で
す
。

　
開
園
当
初
１
本
だ
っ
た
木

も
、
い
ま
で
は
３
本
。
美
し
い

ピ
ン
ク
の
果
実
と
赤
い
実
で
秋

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
赤
を
基
調
と
し
た
モ
ダ
ン
な

平
屋
建
て
の
園
舎
と
広
い
運
動

場
が
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
ま
す
。

　
和
太
鼓
指
導
で
は
、
子
ど
も

の
心
に
自
信
と
や
る
気
を
育
み

ま
す
。
体
力
づ
く
り
で
は
毎
朝

体
操
と
か
け
っ
こ
か
ら
一
日
が

始
ま
り
、外
遊
び
を
中
心
に
、室

内
で
も
動
物
に
な
り
き
り
手
足

の
力
が
つ
く
よ
う
な
運
動
を
乳

児
か
ら
取
り
入
れ
、楽
し
み
な
が

ら
基
礎
体
力
が
つ
く
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。５
歳
児
に
な
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
ブ
リ
ッ
ジ
を
自
信
た
っ
ぷ

り
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
造
形
あ
そ
び
で
は
、

５
歳
児
が
卒
園
前
に
、
自
分
の

姿
を
鏡
で
見
な
が
ら
等
身
大
に

描
き
ま
す
。
自
由
な
発
想
で
楽

し
み
な
が
ら
紙
い
っ
ぱ
い
に
表

に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

「
自
己
の
心
の
調
和
」。
他
者
と

仲
良
く
積
極
的
に
関
わ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
育

み
、
他
者
と
釣
り
合
い
の
と
れ

る
「
他
者
と
の
調
和
」。
あ
ら

ゆ
る
命
を
大
切
に
し
、
自
然
環

境
と
向
き
合
う
「
自
然
と
の
調

和
」。
こ
れ
ら
「
３
つ
の
調
和
」

を
保
育
理
念
と
し
て
大
切
に
実

現
し
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
。
毎

年
こ
の
季
節
に
は
、
子
ど
も
た

ち
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点

灯
式
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の

作
品
で
園
内
外
を
飾
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
を
心
待
ち
に
過
ご
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
あ
か
り
と
園

内
に
流
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
が
、
仕
事
で
疲
れ
た
心
を
癒

し
て
く
れ
る
と
保
護
者
の
方
に

も
好
評
だ
そ
う
で
す
。

 

（
編
集
委
員
Ａ
・
Ｋ
）

保育園を
たずねて
484

践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
歳
児
か
ら
英
語
・
体
育
・

描
画
ク
ラ
ブ
を
取
り
入
れ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
保
育
を
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
。
専
任
講
師
が
月
１

回
来
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
。
一
時
保
育
、園
庭
開
放
、

子
育
て
相
談
な
ど
、
積
極
的
に

声
を
か
け
、
地
域
に
密
着
し
た

保
育
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
登
降
園
に
は
最
新
の

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、
業
務
の
軽
減
に
も
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
明
る
い
園

舎
、
園
庭
、
ス
タ
ッ
フ
の
い
き

い
き
と
し
た
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。 

（
編
集
委
員
Ｋ
・
Ｍ
）

柔軟でしなりある心と身体に
和太鼓で自信とやる気育む

毎日使う机・椅子にもこだわり
温かで刺激ある生活

乳児から手足の力つける外遊び
自由な発想で造形あそびも

「３つの調和」を大切に
明るい園舎と、いきいき笑顔

和泉市 和泉まゆみ保育園

東大阪市 あおぞら保育園

静岡県から取り寄せた机と椅子

作品を飾り、
保護者と成長を喜び共感 こんなんもできるよ～

園内にツリー

道路からも目印となる虹
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　保育園での「へちまの写真」
を引き続き募集しています。
１・２・３位は、本誌１月号で
表彰を予定。園長先生とヘチ
マ（長さのわかる形）を写して
ご応募ください。メールで府社
協・施設福祉
部【tanaka.ta
tsuhiko@osak
afusyakyo.or.
jp】まで。

保
育
のまど
85

まど

「なぜ改善したのか」を
保育園全体で共有する

● 保育園における業務改善 ●

編集委員座談会

│
│
取
材
を
行
っ
た
中
で
、
保

育
園
で
は
ど
の
よ
う
な
改
善
が

求
め
ら
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

● 

私
の
園
で
は
、
土
曜
日
や
お

残
り
の
時
間
な
ど
で
、
担
任

以
外
の
職
員
が
保
育
を
す
る

際
の
申
し
送
り
シ
ー
ト
を
作

り
ま
し
た
。
シ
ー
ト
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
保
育
中
の
怪

我
な
ど
を
保
護
者
に
確
実
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

信
頼
関
係
が
築
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

● 

新
任
職
員
を
指
導
す
る
時
、

今
ま
で
は
指
導
す
る
職
員

に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た

が
、保
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
こ
と
で
、統
一
し
た
指
導

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

● 

私
が
取
材
し
た
園
で
は
、
保

育
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
若
い
保
育
士
が
先

輩
か
ら
感
情
的
に
叱
ら
れ
る

こ
と
が
減
り
、
離
職
率
の
低

下
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
で

す
。

７
回
に
わ
た
る
連
載
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
保
育
園

で
業
務
改
善
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
に
つ
い
て
、
本
誌

編
集
委
員
に
よ
る
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
司
会
は
齋
藤
和
正
編
集
委
員
長
）

│
│
多
く
の
園
で
さ
ま
ざ
ま
な

改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
ね
。業
務
改
善
を
行
う
上
で
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
ま
し

た
か
。

● 

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し

た
が
、配
る
だ
け
で
は
結
局
、

読
ん
で
い
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
作
る
だ
け
で
な

く
、
ど
の
よ
う
に
浸
透
さ
せ

る
か
、
共
有
す
る
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

私
の
園
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
載
っ
て
い
な
い
事
象
が
発

生
し
た
時
に
、
臨
機
応
変
に

対
応
で
き
な
い
職
員
が
い
ま

す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
ぜ

こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
本
質
を
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

● 

保
育
の
見
直
し
を
行
っ
て

も
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い

た
ら
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し

ま
い
ま
す
。
見
直
し
の
時
間

を
毎
年
作
る
こ
と
で
、
保
育

士
の
向
上
心
に
も
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。

● 

保
育
園
の
業
務
が
多
く
な
っ

て
い
る
中
、
業
務
改
善
の
必

要
性
を
ど
の
園
で
も
感
じ
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

● 

改
善
を
行
う
こ
と
で
、
保
育

士
が
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と

少
し
で
も
多
く
向
き
合
う
こ

と
が
で
き
、
保
育
園
全
体
の

保
育
の
質
が
向
上
し
、安
心
・

安
全
に
子
ど
も
た
ち
が
過
ご

せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

● 

今
回
、
取
材
を
し
て
行
く
中

で
、
ど
の
よ
う
な
改
善
を
行

う
か
だ
け
で
な
く
、「
な
ぜ
改

善
し
た
の
か
」
と
い
う
本
質

を
、
保
育
園
全
体
で
共
有
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
保
育
部
会
で
は
今
年
度
新

規
事
業
と
し
て
、
地
域
貢
献

支
援
員
（
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
）
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
認
定
を
受
け
た

１
１
６
８
人
の
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
事
例

和
田
市
総
合
体
育
館
会
議
室

で
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が
開
催
さ

れ
、46
人
が
参
加
。
冒
頭
、振

り
返
り
を
兼
ね
て
、
地
域
貢

献
事
業
の
意
義
や
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い

て
、
地
域
貢
献
事
業
推
進
委

員
が
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
徂
徠
理
絵
氏
（
岸
和

田
市
家
庭
児
童
相
談
員
）が
、

児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
対
応
を

中
心
に
「
具
体
的
な
社
会
資

源
と
の
連
携
例
」
に
つ
い
て

講
義
。
最
後
に
Ｄ
Ｖ
相
談
の

事
例
を
も
と
に
事
例
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
に

は
北
摂
ブ
ロ
ッ

ク
で
、
11
月
29

日
に
は
河
内
ブ

ロ
ッ
ク
（
八
尾

市
）
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
河
内
ブ
ロ
ッ

ク（
東
大
阪
市
）

に
つ
い
て
は
、

12
月
19
日
に
東

大
阪
市
立
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
予
定

で
す
。
な
お
、
他
ブ
ロ
ッ
ク

の
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、

本
誌
11
月
号
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

研
修
に
参
加
ご
希
望
の
場
合

は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
０
６
　
６
７
６
２
　
９
０
０
１
）

検
討
や
地
域
貢

献
事
業
の
意

義
、
ス
マ
イ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
の
再
確
認

の
た
め
の
講
義

な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　
堺
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
一
昨
年
度

か
ら
独
自
に
実

施
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の

た
び
他
ブ
ロ
ッ

ク
で
も
開
催
。

11
月
２
日
に
岸

● 地域貢献事業推進委員会 ●

スマイルサポーター
フォローアップ研修を実施

六尺へちまに挑戦されて
おられる園の皆様へ
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ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

　
日
本
シ
リ
ー
ズ
楽
天
優
勝
!!

巨
人
フ
ァ
ン
に
は
悪
い
け
ど
、
よ
う

頑
張
っ
た
。
正
に
東
北
に
力
と
希
望

を
与
え
た
。
同
い
年
の
星
野
仙
一
監

督
も
え
か
っ
た
。
私
が
小
学
生
の
頃
、

神
様
仏
様
と
言
わ
れ
た
鉄
腕
稲
尾
を

遥
か
に
超
え
た
マ
ー
君
に
大
拍
手
!!

　
政
府
の
外
交
・
安
全
保
障

政
策
の
司
令
塔
と
な
る「
国
家

安
全
保
障
会
議（
日
本
版
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）設
置
法
案
」
が
与
党
な
ど

の
賛
成
多
数
で
可
決
。
え
っ
今

ま
で
無
か
っ
た
の
？ 

国
の
一

大
事
に
即
応
で
き
る
体
制
を
整
え
る

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
は
国
と

し
て
の
形
が
で
き
た
こ
と
に
拍
手
を

お
く
る
。
何
で
こ
ん
な
こ
と
が
今
ま

で
出
来
な
か
っ
た
の
か
？

　
政
治
が
安
定
し
て
い
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
案
に
つ
い
て
も
、

ス
パ
イ
天
国
と
言
わ
れ
る
何
で
も
筒

抜
け
の
日
本
で
、
体
制
を
正
す
べ
き

は
正
せ
!! 

護
る
べ
き
こ
と
は
護
る

必
要
が
あ
る
。
国
と
し
て
の
大
事
な

事
案
に
は
厳
罰
を
課
し
て
で
も
秘
密

保
護
は
国
と
し
て
大
事
な
事
案
。
で

も
「
秘
密
」は
知
り
た
い
思
い
を
募

ら
せ
る
。

　
テ
レ
ビ
は
天
気
予
報
と
ニ
ュ
ー
ス

し
か
見
な
い
が
、
今
年
は
朝
ド
ラ
の

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
と
倍
返
し
の
「
半

沢
直
樹
」
に
は
ま
っ
た
。

 

一
年
の
出
来
事
を
写
真
年
賀
状
に

し
た
い
が
、
パ
ソ
コ
ン
は
ま
だ
そ

の
域
に
達
せ
ず
、
娘
に
頼
む
状
況
。

来
年
こ
そ
は
！ 

と
思
っ
て
い
る
が
、

既
に
幾
年
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
大
根
食
う
た
ら
菜
っ
葉
は
干
せ
。

使
え
る
モ
ノ
は
棄
て
ず
に
大
事
に
使

え
。
根
よ
り
も
葉
の
方
が
栄
養
価
は

高
い
。
こ
の
大
根
、
霜
が
降
り
る
と

大
変
柔
ら
か
く
美
味
し
く
な
る
。

　
糠
に
塩
＋
柿
の
皮
・
水
茄
子
の
葉

（
毎
年
泉
南
か
ら
）＋
昆
布
ほ
か
で
漬

け
込
む
沢
庵
漬
け
も
こ
の
時
期
。
水

が
上
が
っ
て
来
た
時
が
、
大
根
辛
さ

が
微
か
に
残
っ
て
一
番
の
味
。
作
る

者
し
か
味
わ
え
な
い
シ
ロ
モ
ノ
。
味

わ
い
は
、
売
っ
て
る
も
ん
よ
り
は
、

生
産
者
の
賄
い
用
が
一
番
。

　
さ
あ
、
今
年
も
残
り
一
カ
月
、

沢
庵
漬
け
、
園
児
の
餅
つ
き
、

各
組
織
の
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ

ス
⋮
門
松
作
り
は
日
曜
日
を
三

日
潰
す
。
町
内
会
の
夜
警
の
差

し
入
れ
、
正
月
の
餅
つ
き
等
々

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。 

　
今
年
も
ば
た
ば
た
し
な
が
ら
の
一

年
、
六
尺
ヘ
チ
マ
が
七
尺
近
く
に

育
っ
た
こ
と
が
◎
。 

　
来
年
こ
そ
は
と
思
い
を
新
た
に
、

何
ぞ
!? 

考
え
ま
す
わ
。

　
皆
様
良
い
お
年
を
。

 

（
Ｎ
・
Ｈ
）

霜
が
降
り
大
根
が
美
味
し
く
な
る
こ
ろ

一
大
事
に
即
応
で
き
る
国
の
形
が
で
き
た

北
　
摂

泉
　
州

府
外
園
長
研
修
会
で

宮
城
県
を
訪
問

日
帰
り
研
修
で

京
都
へ 

― 

民
間
保
育
士
会

　
閖ゆ

り
あ
げ上

保
育
所
所
長
の
佐
竹
悦

子
氏
と
福ふ

く
む
ろ室

希
望
園
園
長
の
高

野
幸
子
氏
か
ら
、
東
日
本
大
震

災
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
閖
上
保
育
所
は
海
岸
か
ら
数

百
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
お
ら

ず
、
海
抜
0
メ
ー
ト
ル
と
い
う

立
地
。
地
震
被
災
を
受
け
て
津

波
の
危
険
性
を
感
じ
、
子
ど
も

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
2
キ

ロ
先
の
小
学
校
に
避
難
さ
れ
園

児
全
員
の
命
を
救
い
ま
し
た
。

緊
急
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
状
況

下
で
、
佐
竹
氏
は
職
員
に
対
し

て
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
な
指

示
を
出
す
こ
と
を
心
が
け
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
避
難
先
で
も
平

常
の
保
育
を
心
が
け
て
保
育
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
福
室
希
望
園
で
は
、
全
国
か

ら
の
支
援
を
現
地
の
保
育
園
に

届
け
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
活

動
さ
れ
た
経
験
を
お
聞
き
ま
し

た
。
大
量
に
届
い
た
物
資
を
必

要
と
し
て
い
る
施
設
に
振
り
分

け
る
作
業
は
、
夜
間
や
休
日
を

問
わ
ず
相
当
な
時
間
が
必
要

で
、
交
通
網
が
分
断
し
た
中
、

危
険
を
顧
み
ず
に
配
送
の
作
業

を
進
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
物

資
を
届
け
た
時
の
相
手
の
喜
び

の
顔
が
あ
っ
た
か
ら
、
何
と
か

や
れ
た
と
思
う｣

と
、高
野
氏
。

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支
援
の

あ
り
方
を
、
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
る
お
話
で
し
た
。

　
復
興
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
北
摂
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
募
っ

た
義
援
金
を
武
内
慎
吾
会
長
が

手
渡
し
ま
し
た
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
民
間
の
保

育
園
と
し
て
、
震
災
時
に
ど
の

よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
を
具

体
的
に
考
え
、
準
備
を
進
め
て

い
く
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

 

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｈ
）

　
や
っ
と
冷
え
込
み
出
し
た
11

月
12
日
、
京
都
へ
行
き
ま
し

た
。
紅
葉
を
期
待
し
ま
し
た
が
、

う
っ
す
ら
と
紅
葉
し
て
い
る
所

が
あ
る
も
の
の
、
見
頃
に
な
る

に
は
ま
だ
早
か
っ
た
で
す
。

　
最
初
に
、
生
八
ツ
橋
の
手
作

り
体
験
を
し
ま
し

た
。
個
々
に
材
料

と
蒸
し
器
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
材

料
を
混
ぜ
て
蒸
し

器
に
流
し
入
れ
る

所
か
ら
し
ま
し

た
。
生
地
に
味
や

色
を
付
け
る
際
、

個
々
で
加
減
し
な
が
ら
入
れ
る

た
め
色
の
濃
さ
に
違
い
が
出

て
、
他
園
の
先
生
方
と
見
せ
合

い
な
が
ら
楽
し
く
３
種
類
の
生

八
ツ
橋
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
作
る
過
程
が
楽
し
く
簡

単
に
で
き
る
の
で
、
ク
ッ
キ
ン

グ
で
子
ど
も
と
作
る
の
も
楽
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
、
豆
腐
を
た
く
さ

ん
使
っ
た
京
都
ら
し
さ
を
感
じ

る
お
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
の
時
間
中
に
他
園
の

先
生
方
と
話
す
機
会
が
あ
り
、

日
々
の
保
育
に
つ
い
て
意
見
や

情
報
が
交
換
で
き
、
実
り
あ
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
心
身
共
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し

た
の
で
、
今
後
の
保

育
に
つ
な
げ
、
活
力

の
あ
る
保
育
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

（
パ
ル
テ
ィ
道
教
寺

 

Ｔ
・
Ｔ
）

佐竹悦子氏

心がひとつになりました

高野幸子氏

真剣に取り組む参加者

六
尺
ヘ
チ
マ 

身
の
丈
よ
り
大
き
く
育
ち
ま
す


